
 

平
成
尺
八
塾
で
は
、
会
の
演
奏
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問
活
動
に
理
解
を
し
て
い

た
だ
け
る
方
に
、
賛
助
会
員
と
し
て
援
助

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

賛
助
年
会
費 

一
口 

一
〇
〇
〇
円
か
ら 

会
員
の
皆
様
に
は
、 

発
行
の
度
に
新
聞
を
お
届
け
し
ま
す
。 

定
期
演
奏
会
に
ご
招
待
い
た
し
ま
す
。 

郵
便
振
替 

口
座
記
号
番
号 

0
018

0-0
-32

256
3 

加
入
者
名 

平
成
尺
八
塾
鳳
竹
会 

平
成
尺
八
塾
で
は
、
尺
八
の
演
奏
を
愛
好

す
る
方
々
が
集
ま
っ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

艶
歌
、
歌
謡
曲
、
童
謡
、
唱
歌
、
民
謡
な
ど

色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
？
年
齢
？
音

痴
？
関
係
な
し
。
手
拍
子
が
打
て
れ
ば

OK

で
す
よ
。
お
仲
間
募
集
中
。 

ね
！
き
い
て
聞
い
て
聞
い
て
～
！ 

今
年
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
合
奏
講
習
会
に
平
成
尺
八

塾
か
ら
四
名
参
加
！ 

   

 

今
年
の
３
月
十
日
は
寒
か
っ

た
。
震
災
被
災
者
の
方
々
の
こ

と
を
思
え
ば
そ
ん
な
こ
と
も
言

っ
て
ら
れ
な
い
の
で
す
が
、
冥
福

と
復
興
を
願
い
、
会
場
の
皆
様

と
一
緒
に
黙
と
う
か
ら
始
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
出
演
者

も
協
力
金
を
出
し
て
、
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い

た
団
体
・
個
人
の
皆
さ
ん
（
デ
ユ

エ
ッ
ト
シ
ャ
ン
、
小
川
芳
男
、
平

成
尺
八
塾
、
古
川
博
資
、
保
坂

道
夫
、
菅
野
正
美
、
滝
上
広

水
、
内
田
健
三
郎
、
大
川
三
千

雄
、
中
野
正
俊
、
粟
村
勝
、
門

傳
良
男
、
調
布
清
掃
、
他
敬
称

略
）
の
皆
さ
ん
と
会
場
に
お
出

で
下
さ
っ
た
全
て
の
皆
様
に
こ

の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
は
ガ
ル
ウ

イ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
上
で 

ま
し
た
。
そ
し
て
な
ん
と
そ
の
会
場
で
コ
ン

サ
ー
ト
も
開
き
ま
し
た
。
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

コ
ン
サ
ー
ト
」
で
す
。
今
ま
で
は
ギ
タ
ー
の

生
演
奏
も
許
可
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
の
箏
・
尺
八
の
ラ
イ
ブ
が
出
来

ま
し
た
。
四
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日

ま
で
の
三
日
間
の
展
示
期
間
中
に
二
日

間
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
初
の
試
み

は
、
財
団
の
職
員
が
事
前
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 

そ
の
夜
の
反
省
会
で
は
次
回
の

開
催
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
意
見
が

出
さ
れ
、
来
年
に
つ
い
て
は
三
月

十
一
日
（
火
）
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル
で
の
開
催
が
決
定
し

ま
し
た 

狛
江
・
調
布
両
支
部
で
知
的
障

が
い
の
あ
る
方
の
ア
ー
ト
展
を
調

布
市
文
化
会
館
た
づ
く
り
南
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
迫
力

の
あ
る
貼
り
絵
や
視
覚
障
害
者
の

油
絵
・
鉛
筆
画
・
販
売
用
の
作
業
所

の
花
束
や
ブ
ー
ケ
等
が
展
示
さ

れ
、
た
く
さ
ん
の
方
に
鑑
賞
頂
き

ま 

    

★
六
月
二
十
三
日(

日) 

横
浜
市
港
北
区
横
溝
屋
敷
（
市
文
化
財
） 

Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｙ 

横
浜
の
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
が
主
催
し
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
親
し

む
催
。
色
と
り
ど
り
の
ゆ
か
た
を
着
て
、

箏
尺
八
の
演
奏
と
楽
器
体
験
を
す
る
会 

★
十
月
十
三
日(
日)
（
定
期
演
奏
会
） 

第
六
回
竹
と
風
の
音
を
楽
し
む
会 

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル 

演
奏
を
い
た
し
ま
し
た
。
渦
巻

く
寒
風
の
中
で
も
ス
テ
ー
ジ
は

最
高
で
し
た
。
駅
前
の
イ
ベ
ン
ト

も
強
風
で
中
止
に
な
っ
た
と
か
。 

の
新
し
い
ア
ー
ト
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
的
使
い

方
と
し
て
、
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
を
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 
観
梅
コ
ン
サ
ー
ト 

二
月
は
恒
例
の
実
篤
記
念
館
の

観
梅
コ
ン
サ
ー
ト
。
第
十
回
目
の

今
年
の
梅
は
、
寒
く
て
ま
だ
蕾
は

固
く
、
私
達
を
思
い
や
る
気
の
効
い

た
蕾
が
一
輪
か
二
輪
ほ
こ
ろ
ん
だ

程
度
で
し
た
。
和
楽
器
と
洋
楽
器

の
コ
ラ
ボ
は
、
実
篤
記
念
館
コ
ン
サ

ー
ト
の
定
番
で
す
。
今
年
は
、
福
嶋

頼
秀
編
曲
「
童
謡
唱
歌
メ
ド
レ
ー
」

を
尺
八
と
バ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、

箏
、
十
七
絃
で
合
同
演
奏
し
ま
し

た
。
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
と

言
う
言
葉
に
支
え
ら
れ
て
い
ま 
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発行・責任者 

平成尺八塾 

門傳良男 

調布市多摩川7-34-9 

で
の
生
音
を
耳

と
目
で
シ
ッ
カ

リ
と
聴
き
、
周

辺
施
設
へ
の
影

響
の
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
う

え
で
実
現
し
ま

し
た
。
私
達
は

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で 

 

第
３
回

忘
れ
ま
い
ぞ3.11

追
悼
演
奏
会 

042-486-4472 
090-3312-9193 

あ
お
ば
わ
か
ば
の 

 

 
 

 

 

  

恒例の全出演者の合同演奏 

 

国際交流協会ＮＹパーティ 

忘れまいぞ３.11 

粟村さんのタップダンス 

保護司会新年会で 

寒風吹き荒ぶ多摩川で追悼演奏会！ 

  

寒
さ
と
強
風
の
多
摩
川
で
実
施
し
た 

 

ほ
っ
こ
り
展
を
開

催 

武者小路実篤記念館 

 

初めての箏尺八生演奏 

 

南ギャラリーは演奏会場に 

 

 

 

 

 

五
月
に
山
梨
県

鳴
沢
村
で
行
わ

れ
た
合
奏
講
習

会
に
平
成
尺
八

塾
か
ら
四
名
参

加
し
、
藤
原
道

山
先
生
か
ら
直

接
吹
奏
法
な
ど

の
指
導
を
受
け

ま
し
た
。
記
念

の
シ
ョ
ッ
ト
で

す
。 

最前列に陣取った塾生 

 

す
。 
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